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ヒキガエル類は抗捕食者毒を有する生物で，そのためこれを餌として利用する動物は

限られている．その数少ない捕食者の１つが中国大陸や台湾に分布するマダラヘピ属の

１種アカマダラの基準亜種で，同所的に生息するヒキガエル類を餌にしている．一方，

琉球列島のマダラヘピ属は上記のアカマダラ基準亜種とともに全体として単系統群をな

しつつ，地史的には様々なレベルでヒキガエル類から隔離されてきている．このような

マダラヘピ属におけるヒキガエル類との同所性･異所性履歴の多様性は,捕食者=被食者

間における相互作用の経時的変化を通した多様化を研究する上で好適なモデルとなって

いる．そこで本研究では，これら東アジア産のマダラヘピ属個体群を対象に，ヒキガエ

ル毒への耐性とこうした履歴との関係について調べた．まず各島l輿より得られたマダラ

ヘビ属のヘビにそれぞれ体重比で－定量となるようにヒキガエル毒を投与した．そして

水泳実験を通した運動能力の低下の度合いの測定により，毒に対する各ヘビの耐性を定

量的に評価した．実験の結果，ヒキガエル類が在来分布しない八重山諸島のサキシママ

ダラでは，毒耐性は姉妹群であるアカマダラのそれよりも有意に低く，一方同様にヒキ

ガエルの分布しない中琉球の固有種であるアカマタとの間には有意な差がないことがわ

かった．このことは八重山産サキシママダラにおいて，ヒキガエル類からの隔離後，毒

耐性が急激に退行したことを示唆する．琉球列島で唯一ヒキガエル類が在来分布する宮

古島のサキシママダラでは,毒耐性は八重山諸島の同亜種個体群よりも有意に高かった．

これは宮古個体群が捕食を通し，ヒキガエル毒耐性をあげる方向への淘汰にさらされて

きた結果と思われる．一方,約30年前にオオヒキガエルが移入されて以降,同種との同

所的な状態が続いている石垣個体群とその他の八重山個体群との間では，毒耐性に有意

な差はみられなかった．八重山諸島の個体群にも若干の毒耐性が認められることから上

記の結果は，短期間でさらに毒耐性に明瞭な差異が生じるほどの強い淘汰がかからなか

ったことを示唆している．


